
肝機能障害

銅関連性肝炎

銅は、酵素の補因子として、赤血球の形成、鉄代謝、結合組織の形成、中
枢神経系の発達と機能、メラニン色素の形成、免疫機能など、体内のき
わめて重要な機能をサポートしています。

食物としての銅は食餌から供給され、肝臓に貯蔵されて、必要に応じて他の組織に送達されます。1 

銅の胆汁への排出（体内からの主要な排出経路）に問題が生じると、過剰な銅が肝臓に蓄積し、酸化傷害や炎症を引き
起こす可能性があります。この疾患は、初期に無症状であるという特徴があります。しかし、銅の蓄積が続くと肝炎を発
症し、最終的には肝硬変に至ります。過剰な銅の蓄積は、慢性肝炎の主要な毒性原因です。2 

銅関連性肝炎はどの品種にも見られますが、ベリントンテリア、ラブラドールレトリバー、ドーベルマンピンシャーで同定
された遺伝的欠陥と関連があることが示されています。2–5

食餌は、銅関連性肝炎の管理において重要な役割を果たします。

キーメッセージ

	 食餌管理の第一目標は、肝臓の銅濃度を低下させることです。
	 長期にわたって銅制限食を与える必要があります。2

	 銅のキレート剤である	D	ペニシラミンを用いて肝臓から過剰な銅を除去した後、亜鉛を補給して腸における銅の
吸収を抑制し、銅が有害な濃度まで再蓄積しないようにします。2

	 ペットの中には、低銅食のみで長期間肝臓における銅の正常な濃度を維持できるため、亜鉛の補給が必要ない
ものもいます。2

	 ビタミン	E	を補給すると、酸化傷害と繊維化が軽減する場合があります。6

	 長鎖オメガ	3	脂肪酸のエイコサペンタエン酸とドコサヘキサエン酸の供給源である魚油を補給することにより、炎症
が軽減する可能性があります。

	 飼い主が手作り食を選択する場合は、動物栄養士に相談し、栄養学的に完全かつバランスがとれた食餌になるよう
にします。

	 ペットの飲み水が意図せず銅の供給源とならないように注意します。銅配管のある家庭では、水道の蛇口を開けて	 
5	分間水を流してから給水器に入れるか、蒸留水を使用してください。2

治療のための栄養

（次のページに続く)
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Purina	Institute	は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報を
提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。
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